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(!R)llIll車専管鱒術館{以下、純情}の新 園{東京都目黒区)から鰐戚されていま 現しました.自然史標本線と総合研究練

信分.(寮~UIJ前宿区}除、.成24t緊4月. した.そのうち新宿分館には、動物・地学・ が鍛工し、既得の資料康2棟が法修され

..JG(8(景潟県つくば市)1こ移隠しまし 人類・理工学の4研究都があり、同時にそ て理工挙資料練に生まれ変わると、いよ

た.そのa果.5研究飾{こよる研究徳島健と の資料が所蔵されていましたが既に過 いよ標本・資料と研究室の大穆動力、台ま

400汚点者E越えるJiYi..2広・資事尊が銀総 飽和状態にあり、資料のー援は、植物研 り、やがて平成24年4月、筑液研究施設

し、筑漉初究IB肢として新たにスタート 究SIIと実験植物園b~aるる筑波地区の資 b(始動しました.

しました.それ広伴い.自然se.J広僚と 斜度に分徴して所蔵されていました.

11会iH~~標がlti~提言されZ院した. そこで私たちは、分散所鵡を打開して 自然史標本棟の概要

郊率的主主研究を行うこと、研究都の枠を 自然史標本棟には、約200万点の艶初

これまで?の斜博から 謡えた新しい績断的な研究者を行なうこと、 標本、約24汚点の地掌標本、 16万点余り

筑波研究施設ヘ さらに事務業務を集結して効率化をは の人類縁本を収鵡し、植物・菌類縁本約

斜陽は上野(奈京都台東区〉に本館を かることなどを掲げて、筑溜飽区への移 170万点の一部を収蔵し主主くてはならず、

おき、新宿分館、筑波地区、付属自然教膏 転者を決断し電光石火の勢いでそれが実 かつ令後約10年間に想定される標本信

折宿分館の筑波移転と

然史標本棟の建設
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分毛E収蔵するよう設計されました.収麓

する標本の形状は多畿で、動物の裂j製や

雪俗、液漫標本、昆虫や貝類毛よとの乾燥

標本、岩石・鉱物・化石などの重量物、人f号、

植物の押し護領本主主どが宮まれるため、

床面積と芙井高を露大限に活用して収

広大な鍵m・4白田の一角に1í1寵された白書IlI!.京事I(.í)と

鎗合iI_③.iIJt・.IlI!fIoo...M4i署警'.11績@、資'珊2

a:ilは篤移の緒隊司?、混線a匝隊混:t!t!資縄線にli:修された.

鍋除鉄大蛸明績を叙館する綻路島稽.

2・・・・・の*・&'1率、ガラス織，.しに;:;:
(1)&績を目の当たりにする.
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禽持判明{蹴榊糊鎗治制鵬組蝿欄輪開グJレーブクJレープ船

麓能力を高めるとともに、標本の形状・

性状、管理条件にそれぞれ対応した梅遣

が求められ去した.さらに一部公開型の

収鵡室{収蔵展示室)を設けました.

。でも圧巻訟のが痕浸線本望です.渡

漫標本と!志、標本を工タノールはどの渡

体の申で保寄するもので、科慢では吉く

から魚類、無脊縫動物、蜘妹類、鴫乳類、

両生・腿虫類、鳥類宅よと犠々は動物の液

浸標本を収集してきました.そのため、

数が膨大容だけで芯く容器の大きさや

材質も後々芯渡漫標本が、新宿分館の複

鍛の標本室に分徴しており、研究者はこ

れらを一向に収鵡できる縁本室を待ち

望んでいました.それを実現したのがこ

の波浸標本室で、床面繍約1.000平米の

フロアー全体{ご、移動櫛(間口900mm'

奥行き500mm'高さ3.100mmの才一

ブン棚を8連x70到、 10遼x70到}配置

しました.穆動制の駆劃方式には、料博

の標本室では初めての電動式を採用し

ました.液浸標本の住状!ま様々で、非常

に脆弱で衝穆を嫌うものも多く含まれ

..  な・・の淑lI.調~奴鷲ずる滋lIftヨI!:.

夢でした.それ奄実現すべく設計された

のが、天舛高いっぱいにスチール製の引

き出しを重抱た移動遡でした.増麗等に

よる引き出しの飛び出しを防ぐために、

強力マグネットによる安全策も講じてあ

ります.

昆虫標本室も、貝類乾燥器本室と並ん

で収鷲能力を著しく向上することがで

きました.昆虫標本{乱ドイツ箱とよば

れる完全に規俗化された標本箱に保管

されているため、斡惇では従来力、らドイ

ることtJ、ら、鍬æにマイコン制御された ツ箱を積層して収納するキャビネットを

システムを用い、スロースタート・スロ

ーストップが信道化される条件設定を

行毛よいました.

貝類の乾燥標本室{貝殻接本を収蔵)

も見事怠出来栄えです.本l博のこの分野

!彦、河村コレクション{河村良介氏(1898

-1993年}収集}、機鉾コレクション{機

舛欽一縛士(1910.....1993年)収集)と

いう世界屈指の2大コレクションのほカ\

歴代研究者が銀祭した膨大主主標本奄所

蔵しています.ところが新宿分館では、

それらがコレクションごとに収蔵され

ており、分類群ごとにコレクションを再

探聞してきました.このキャビネット司王

新調して移動砲に設置し、さらに新宿分

館で使用していたものも動員すること

でこれまでの2倍近い収鵡能刀を健保し

ました.

ナショナルコレクション
としての料i専の標本・資料

お↓博の標本・資料収集のポリシーは、

日本およびその周辺旭燭・湾紙の自然史

標本と科掌・技術史資科をはじめとした

理工学資料を収集し、ナショナルコレク

ションの構築を目指すことにあります.

織成したいというのは研究者の長年の 科憾のコレクションは霊的に膨大拡だ

...闘の..111:・..舗には銀本に先立てた鍾をのit可r

1IIJ山陵センサーf:鎗閣It...マイコンの織24:.漕イヒした.

けで毛主く、生物分類掌の謹鍵と怒るタイ

プ標本、絶滅種や絶漉危慣種の標本、生

きている絶滅危倶纏物、さらに理工挙資

料では重要文佑贈をきんでいます.もち

ろん、惨笥なるものだけを収集するので

はなく、ありふれた普通種の収集にも努

めており、員..ともに我が国の最高水

準にあります.

調書m化により司It..<収加後カ司1:.めた良猿絵揖繊dと

昆虫繊本.. 

しかし、収集、保書事・管理、研究が一体

と怠つてはじめてその水準が維持され

るものです.今回の筑渡著書転、とりわけ

自然史標本棟の新築と、既得の標本庫を

理工学資料棟へと疎修したことにより、

標本・資制の保寄・管理の貨が劇的に向

よしました.最高水準にある標本・慣料

を収集、保苦手・管理を行毛よい、それらに塞

づき広範芯研究を展開すること、さらに

それらの研究成票に基づき展示や教育

普及活動を行うことが、ナショナルコレ

クションを策するナショナルミュージ

アムの責務です.科縛{ま筑漉研究庖設を

得ることにより、ようやく世界屈指の名

門博物館内とーした/

。


